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期間 平成28年4月1日 ～ 平成29年3月31日
研究担当者 デザイン学部　デザイン学科　教授　宮田　圭介
文化政策学部　文化政策学科　教授　林　左和子
スケジュール 平成28年4月～ 学内の潜在的課題の洗い出し
平成28年8月～ 全学学生のアンケート調査とデータ分析
平成29年2月～ 思考発話法による使いにくさの要因分析
平成29年3月～ 研究報告作成
研究成果 学内の使いにくい情報環境や情報機器を学生アンケートで抽出して、使いにくい原
因分析と対策案の検討を行った。次に、アンケート結果をもとに専門的評価手法を
用いて潜在的課題を洗い出し、本学の情報環境のあるべき姿の検討を行った。
１． 使いにくい情報環境や情報機器の抽出
教育研究に関係する情報環境や情報機器の利便性の詳細な調査分析は、開学以来、
実施されてこなかった。学内の情報環境の現状の問題点を明らかにするため、学生
全員を対象にWebポータルサイトによるアンケート調査を実施した。100余名の回
答から、学生にとって使いにくい情報環境やシステムの状況が明確になり、第Ⅱ期
ＩＴプロジェクト活動と連携して対策案の検討を実施した。
２． 使いやすさの評価手法を用いた要因分析
インターフェースデザインの観点から、情報機器の使いやすさの代表的評価手法
「思考発話法」を用いて、学生が使いにくさを感じる学内環境の実験分析を行っ
た。学生20名を被験者に使いにくい機器操作の課題を課して、考えていることを話
してもらいながら機器操作行動をビデオで収録、分析を行った。アンケート調査で
は抽出できなかった課題が発見された。
操作行動のビデオ収録 学生の工夫例（自作アプリ）
今後の研究成果の
還元方法
第Ⅱ期ＩＴプロジェクト活動と連携することにより、「学内情報環境に関する学生
アンケート」結果を活用して、学生の視点での学内情報環境の問題提起を行うこと
ができた。その分析をもとに、「平成29年度以降の具体的作業項目と実施スケ
ジュール」策定に研究成果をタイムリーに反映させることができた。
今後は、学習管理システムＬＭＳ（Learning Management System）を初めとする
各種情報機器や情報システムの導入検討時に、図書館・情報センターが主体となっ
て、本研究で用いられた思考発話法の活用や分析結果の利用を促進していく。
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